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島根県 大田市立湯里小学校

2007年度 カゴメ「凛々子」実践レポー ト 優秀作品

5・ 6年生

【こんなに広がる「凛 子々」ワールド】 ～各教科との連携、地域とのつながり～

実践のきっかけ :

収穫の楽しみもあり、子どもたちも意欲的に栽培活動をするが、栽培だけでは高学年には物足りな

いと考えた。そこで、理科の比較観察、国語、総合的な学習の時間での地域素材をいかした学習と

連携を図り、広がりを持った活動を設計した。

実践概要 :

1)「凛々子」を学習素材として、広がり、深まり、発信できるものしたいと考え、総合的な学習の

時間を中心に、国語の書くこと、社会科のわが国の産業と国民生活、算数の数量関係グラフの活用、

理科の生物とその環境、家庭科の日常の食事等との連携を図り、単元構成を考えて、計画的に学習

を進めていくことにした。

年間指導計画を元に、大まかに全体像のわかる計画表を用意し、子どもたちの思いを大切に、変更

を加えながら活動を行なった。

2)栽培時、水の量の違い、わき芽を取る 。取ら

ない、声をかける、ビタミンC・ 塩水を与える

等、一人ずつテーマを決めて「凛々子」の比較

観察を行った。

留弼究

3)地域の特産物 (米、葛、柿、わかめ)を使ったお弁当づくりを企画し、その中に自分で育てた

凛々子を使った料理を入れることにした。地域講師を招いて、メニュー作りを行い、お弁当作りの

日は、「『湯里の宝』特別お弁当会」と題して、地域の方と全校児童合わせて 62名分のお弁当を作

り、交流食事会を実施した。

4)学習発表会でこれまでの活動を劇にして

発信した。
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2007年度 カゴメ「凛々子」実践レポー ト 優秀作品

■ 実践によって得 られた成果 :

● 比較観察によって、意欲的に栽培に関わり、生長の違いをとらえて理由を考えることが

できるようになった。また、毎日観察日記を書くことで、書く力がついた。

● お弁当作りでは地域の人と関わり、料理名人と一緒に取り組むことができた。また、学

習発表会で、凛々子を地域の宝のひとつとして紹介し、自分たちの活動の様子を多くの

人に発信することができた。

■ モグモからのメッセージ :

高学年らしく、広がり、深まり、発信できたすばらしい取り組みだね !凛々子だけ

でなく、地域の特産物や、さまざまな教科と連携したことで、単なる栽培・観察で

なく、「食」への学習に発展できたんだね。そして、「凛々子わくわくネットワーク」

に随時報告してくれてありがとう !先生のレポー トのおかげで、湯里小の「凛々子」

の様子が、一年を通してよ～く伝わってきたよ。

,ヒ車交短見男髯  http://― .c―player.c oln/ac67194/message/20070618

南決正二″Fり   http://www.c― player.com/ac67194/message/20071018

お弁当作り http://www.c player.com/ac67194/message/2007H06

完成「湯里の宝」特別試食会 hitp://www.c― playef.com/ac67193/message/20080307



年間を通した実脳レポート

2007年度

「潔々子」栽焙アイデア

受賞校

<実践のきつかけ>
0野菜の栽培活動は収穫の楽しみもあり、児重も意欲的に活動するが、栽培だけでは高学年には物足りない。そこで、理科
のとし較観察、国語の書く力など各教科での学習と、総合的な学習の時間での地域素材をいかした学習とで運携を図り、

広がりをもつた活動を設計した。

<実践の概要と流れ >

年間の次れ

比較栽培で、観察 しよう !

【国語】言くカ

【理科】観察の視点

【算数】数量関係グラフの活用

(実践アイデア② )
ひとつにしたい !「場里の宝」

もっと知 りたい !「場里の宝」

もっと伝えたい !「場里の宝」

0これまマに学んだ場里の宝をたくさんの
人に信えようと、学習発表舎で別にまとめ

たり、壁新聞にまとめてコン夢―ルマ発表

したり、CMづ くりを行ったりした。

0「完威 !『場里の宝』弁当特うは 倹会」を行

ない、これまでの活動の毅告を行った

【社会】わたしたちの生活と食糧生産

【家庭】日常の食事ltついて

【学活(食斉)】 日本の信縦的な食妥

【国語】ポスターセッション桝成を

工夫してきく

【家庭】食の安全を知る

〔社会】わたしたちの生活と食糧生産

わたしたちの生活と情穀

【国語】題材や表現に注定して、桝永

を工夫して言こう

●全員が自分でLL較栽培のテーマを決めて、

を行い、それらをまとめて

分析レポートを作成した(実嵌アイデア①)

●lt域の宝(特産物)を主体的に考え、見つけ、

それらをいかしたお弁当作りを企画し、地

域の人と一緒に献立を考えた

0全校児童と地域の方を紹いて、オリツナル
弁当の試食舎を行ない、交次を図った

0お弁当舎で出た課題から、自分で問題点を
見つけ、調ぺたり、地域の方に聞いたりし

ながら解決し、主体的に考えを深めた

～ふれる～

～つかむ～

～いかす～

実践アイデア①

1人 2古を植え、「凍々子」の比敬観察を、毎日行なった。

上の量を変える、雑草を抜く・抜かない、虐、をふきかける、

ビタミンCや塩水を与える等、各自が決めたテーマに沿って、

9月 中旬まで、毎日、観察記録をつけた。児童は結果を予

測した li怠葉の枚数、色、

高さ、実の数年を数値で

記すとともに、気づいたこ

とを文章で記録していった。

まとめとして、観察結果を

コンピューターでグラフ化し、

要因分析を行い、文章に

まとめた(Webサ イトでご

覧いただけます)。 これら

の活動を通して、深い観

察力と、文章を書く力が身

についた。

児童の作品より

上の量による生長の違い

トマトを斉てた結果、上の

多い方が良いことに気づ

きました。高さを上ヒペると

多い方は40セ ンチ、少ない

方は24センチと、約2倍も

違いました。東の数は参い

方は130、 少ない方は21で

約6倍になっていてぴっく

りしました。

比較求培の観察記録と、分析レポー

トの作永で、「書く力」の向上 !

実践アイデア②

地域の特産物 (米、葛、柿、わかめ)を知り、これらを使ったお弁当づくり

を企画、自分で育てた「凛々子」を使った料刊!も入れることにした。地

域講師を招いてメニュー作りを行い、「『湯里の主』特別お弁当会Jと

題して、地域の方と全校児童計62名分のお弁当を作って交流試食会

を実施した。試食会でのアンケートから児童が課題を見つけ、より完成

度の高い「湯里の宝弁当」を作ろうと意欲を持った。そのためには、「食J

や「湯■」地域についてもっと調べようと、地域の人に話を聞いたことで、

深い連携が図れた。さらに、湯里の宝をもっと多くの人に知って欲しい

という気持ちも芽生え、さまざまな発表機会を持ち、多くの人たちに発信

した。2008年 2月には本

活動の総まとめとして、

完成版「湯里の宝」弁

当作りと、多くの地域の

方への報告を行った。

地域の特産物を使ったお弁当作りで、

地域との深い違揚 !

く実験の京呆・先生の戸>
●窓由が決めたテーマで、毎日のLt較観案によって、竜欲的に栽培に関わり、生長の細かな違いをとらえて、理由を考え、自分の言来で

きくことができるようになった。毎朝、登校倹まっすぐに「凍狡チ」に洵か)姿勢がEP荻的だった。

●お弁当作 りでは地域の人との関わりの中から、人の話を聞き、自分の言東マ話すことができるようになった。地域の方から「これ、

つの トマ ト?」 と声をかけられたことは、テどもたちの励みになったようだ。

0この活動を通 して、人や物を大切に足う気持ちが斉ち、場里の人たちが特庄物や信紅をなぜ大切にするのかにつしヽても理解が深まった。


